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1 年生『英語 I』での改組にもとづいたカリキュラム改訂について 
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A Revised Subject “English I” Based on the Reorganization into One 

Department  
 

YAMAGUCHI Yumi and HORI Hidenobu 
 

The purpose of this article is to show how the subject, “English I” has been improved since 2016. In 2015, outsourcing 
assessment tests for English (GTEC for Students and TOEIC Listening & Reading-IP) were going to be introduced in 2016 
systematically for the first, second, third, and fourth year students in order to motivate them to study English. The first author 
has been in charge of this subject since 2013, but since 2018 the authors have divided 3 credits into 2 and 1 and given lessons 
to each class. In this article, these points will be focused on: how the English teaching plan was conducted, and how the 
authors set the aims of study and implemented them. 
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１．は じ め に 

 

 平成 28 年度の総合理工学科への改組により、そ

れまで必修科目であった「英語 I」は、必履修科目

「英語 I」としての実施がはじまった。改組以前か

ら通年 3 単位科目であったこと自体に変更はなか

ったが、英語科目全体を実施するうえでの方向性を

定めたうえでの実施になった。本稿では、改組以前

の「英語 I」の状況をふまえながら、学科改組にむ

けての英語科目実施にあたっての全体の構想、さら

に改組後での実施状況を報告するものである。 
 
２．改組以前の「英語 I」と改組後の目標設定の

取り組み 

 
 筆頭著者は、平成 25 年から「英語 I」を担当して

いる。その時点で、学生の英語の運用能力を測定す

る外部試験は、1 年時に TOEIC Bridge-IP（現 TOEIC 
Bridge Listening & Reading-IP）が 4 月の入学式翌日

に実施される課題テストとして導入されていた。こ

れ以降に、統一的に学生の英語の運用能力を測定す

る機会は、3 年次後期（12 月から 1 月頃）に実施さ

れる TOEIC Bridge-IP、加えて 4 年次後期（12 月か

ら 1 月頃）に実施される TOEIC-IP（現 TOEIC 

Listening & Reading-IP）のみであった。したがって、

1 年次 4 月から 3 年次 12 月までの 2 年半以上の間、

学生には一般的に運用能力の指標となる測定機会

が提供されてこなかった。 
 この状況をふまえて、改組前年度である平成 27
年度に発足した教養教育推進委員会（現教養教育推

進室）英語部会内において、改組以降の英語科目実

施の指針となる授業教材や外部試験の位置づけな

どを整理し、運用を目指すことにした。 
 実際に、総合理工学科一期生より、1、2 年次（英

語 I・II、英語表現 I・II）では、検定教科書を用い

た授業を基本として、検定教科書の習熟度を計測す

るに適した GTEC for Students Basic（3 技能）を 11
月頃に実施することとした。また、3 年次（英語 III）
には、2 年次に十分に活用できなかった検定教科書

を継続して使用し、加えて TOEIC Listening & 
Reading の対策教材を導入した。つづいて 4 年次（英

語 IV）には、リーディングを中心とした大学生向け

の英語教材と TOEIC Listening & Reading の対策教

材を使用することとした。3、4 年次には、TOEIC 
Listening & Reading-IP を 12 月から 1 月頃にするこ

ととした。 
 この外部試験（GTEC for Students Basic（3 技能）

および TOEIC Listening & Reading-IP）をそれぞれ 2
年連続で実施する目的は、学生がそれぞれに自己の

成長について意識的になることである。学生にとっ

て、外部試験は校内の平均値、もしくは日本国内の

同世代との差を知る機会でもあるが、加えて、前年
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度と比較して、それぞれがどのように変化したかを

知る機会として設定した。また、1 年ごとの実施で

あるため、それ以前には意識しづらかった目標を可

視化するねらいもあった。 
 

３．「英語 I」実施状況として 

  

 「英語 I」では、改組以前から検定教科書を使用

してきた。通年 3 単位科目を 1 名の教員が対象の 4
クラスに対して同一形態の授業を実施してきたが、

改組後に英語の授業も担当する特命教員（グローバ

ルエンジニア育成事業）が着任したこともあり、平

成 28 年度は後期から授業の担当を変更した。週 3
時間中 2 時間を検定教科書のリーディングを中心

とした 4 技能統合を意識した授業構成とした。また、

週 1 時間を担当する教員が重要視する技能（平成 28
年度や 29 年度は英文法を中心とした会話文の作成

や英作文を実施）の向上を図る取り組みをおこなっ

た。以降、平成 30 年度からの担当者がどのような

実践をおこなったかを記述する。 
 

３．１ 検定教科書を用いた取り組み 

 「英語 I」で使用している検定教科書は、高等学

校の「英語コミュニケーション I」という科目で使

用するものを採用している。本校では、『New Stream 
English Communication I』を平成 25 年度から平成 28
年度まで、またこの教科書の改訂版にあたる『New 
Flag English Communication I』を平成 29 年度より継

続して使用している。検定教科書には、出版社ない

し作成の監修者による教育思想が表れるが、この教

科書は、音読活動を基盤とした構成をしている。現

在は、「英語コミュニケーション」で使用するほと

んどの検定教科書の副教材として、本文と和訳を書

き込むことができるワーク（予習ノート）が刊行さ

れている。その特徴として、本文が意味のまとまり

で細切れにわかれている場合が多い。本校で採用し

ている検定教科書は音読活動に適しており、意味の

まとまりは音読をするうえでのまとまり（いわゆる

フレーズ・リーディング）と基本的に同一であるの

で、教科書とあわせて本文が掲載された副教材も使

用している。さらに、本文の音声データ CD も採用

しているが、こちらも、フレーズ・リーディングに

則った（フレーズがわかりやすく読まれている）も

のを採用し、家庭学習を促している。 
 「英語コミュニケーション I」の教科書は週 3 時

間を標準として構成されているので、2 時間（90 分）

の授業では、そのまま使用すると消化不良になって

しまう。そこで、授業者が主要と考える授業構成へ

と調整をおこなっている。実際のところ授業には、

予習の確認、音声の確認、本文の内容理解、音読活

動、内容理解のための確認などがふくまれている。 
基本的な学習習慣を身につけてもらいたいとい

う観点から、予習をすることを推奨している。例え

ば予習ノートには新出もしくは重要な単語の一覧

が設けられており、調べた意味をそのまま書き込む

ことができる。あわせて、発音記号が掲載されてい

るが、多くの学生は発音記号の読み方になれていな

いため、音声データによる聴解の時間を用意してい

る（リスニングについては、3.2 にて取り組みを記

述する）。また予習として、本文のフレーズ和訳を

可能な限りおこなうように勧めている。これらの取

り組みをおこなう学生は、授業以前にある程度概要

を理解しているため、受講状況に余裕が生じる。こ

の余裕により英文読解をより深め、その後の音読活

動や内容理解を確認する問いに応答しやすくなる。

英語学習は、高校 1 年生世代においては、新しい知

識ではなく、既習の知識を活用できるようにするこ

とに主眼が置かれる。基本的に、語彙力の不足、聴

解をするための練習不足、発話練習の不足などの反

復練習が十分でないことから実力につながらない

ことが多い。 
教員の立場として、GTEC for Students Basic（3 技

能）という理解しやすい目標を 1 年次に設定したこ

と、さらに 2 年次に同一の試験を受験し学生が学習

状況を確認する機会を提供したことで、指導がおこ

ないやすくなった。ここでは GTEC for Students Basic
（3 技能）の受験データは提供しないが、基本的に

3 技能のスコアとも向上している傾向にある。また、

数値的なものではないが、英語学習に対する動機づ

けがおこなえる学生が以前よりも増えたように感

じる。 
 

３．２ リスニングを中心とした取り組み 

 ここからは 50 分授業の実践報告を行う。この授

業では学生のリスニング力向上を目標に、「発音が

できれば聴きとれる」をテーマとした。教材は大き

く分けて三つである。一つ目は『新ユメタン（０）

中学修了～高校基礎レベル』（英単語帳、以下『ユメ

タン』）、二つ目は『Listening Box PRE』（高校 1 年生

向け副教材）、三つ目は『ステップアップノート』

（GTEC for Students Basic 対策教材）である。それ

ぞれの教材での目標と使い方について説明する。 
 『ユメタン』は単語を学ぶための教科書で、これ

を用いることで、学生たちが英語の基礎となる単語

力を養うことを目標とした。授業中は、単語帳に「発

音注意」と記載があるものをピックアップし、教員

が発音の例を示し、学生が続いて発音するという手

法をとった。発音の練習の際は、発音記号一つ一つ

の音と機能を説明した。また、単語によっては米英

語に顕著な音の変化について説明し、手本を見せ、
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実際に発音させた。また、教科書記載の単語が日常

の英会話でどのように使われているかといった例

も示した。 
 発音記号に関するアンケートを取った結果 、全

体の半数ほどの学生が発音記号とその音を理解し

ているといったデータを得た。発音記号は、漢字に

おける「ふりがな」のようなものである。学生たち

はこれを理解することで発音の基礎を固めるとと

もに自主学習にも役立つと考えられる。 
 『Listening Box PRE』は、会話やアナウンスとい

った、実際に話される英語や表現を学ぶことができ

る教材である。各授業の始めに、教員が単元の内容

を解説し、特に弾音（フラッピング）や消音（リダ

クション）、連音（リンキング）といった、音の変化

に関係する部分を重点的に説明した。説明後、3 単

語ほどで構成され音の変化が生じる部分を本文か

ら選定し、教員が発音例を示しながら学生が発音す

る時間を設けた。また、今年度から英語のリズムと

音の強弱に関する説明も行い、英語が話される際の

調音（プロソディ）について練習する時間を設けた。 
 学生たちが全体の内容と注意すべき音について

理解した段階で、一度教員とともに音読の練習を行

った。その後、ペアワークの時間を設け、学生同士

で内容を音読させた。その際、人名や数字、その他

の名詞といった変更可能なものはオリジナルのも

ので音読することを許可した。時間が余る学生には、

その本文を利用した独自の問題をペアワークの相

手に出題することも促した。 
 『ステップアップノート』については、学生が 11
月に受験する外部試験の GTEC テストの対策に用

いた。使い方としては、リスニング問題を選定し、

授業の時間を使って学生たちに問題を解く時間を

与えた。リスニング問題の各パートの傾向と対策を

説明し、解答の解説を行った。問いの部分もリスニ

ング問題に含まれるので、疑問詞を聞き漏らさない

ように注意を促した。また、日本人が英語の疑問詞

部分を聞き逃してしまう原因を、日本語の特徴の観

点から説明した。 
 同時に、GTEC を受験する意義と、彼らが 3 年生

になったときに受験することとなる TOEIC テスト

の説明も行った。リスニングパートはスコアが伸び

やすいため、早い段階から学生たちが意識的に訓練

を行うことで、英語外部試験の総合成績の向上が期

待できると考えられる。 

 

４．お わ り に 

 
 令和 2 年度は前期当初から遠隔授業の導入を余

儀なくされ、本校では主として実験実習、体育をふ

くめた実技を伴う科目は大きな負担を被っている。

英語科目は、4 技能統合という観点で言えば、遠隔

授業では、音読活動や会話練習などのスピーキング

の基礎となる練習をすることができなかった。これ

は、リスニングにも影響があることは否定できない。

後期から主として再開される対面授業においても、

発声に制限があることやグループワークやペアワ

ークといった英語科目での基本的な活動が難しい

状況がある（さらには来日できていない留学生への

学習指導や支援も同時に必要になる）。そうしたこ

とから、今後の授業形態をどのように調整していく

かという課題もあるが、現状もふまえつつ学生への

動機づけとあわせて、今後も授業改善に取り組みた

い。 
また、令和 3 年度の教育課程改訂により「英語 I」

および「英語 II」は 2 単位科目へと変更され、4 年

次に 2 単位の英語科目が新設される。これにより、

新たな授業構成が求められる。 
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